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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月1日(2011.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバリンク上で遠隔受信器に伝送される変調光信号を生成する光送信器であって
、
　周波数スペクトル上に拡散するノイズを含むベースバンド光信号を生成するレーザと、
　前記レーザをＲＦ信号で直接振幅変調し、振幅変調情報保持成分と位相変調成分とを含
む光信号を生成する、前記レーザに結合された入力と、
　前記光信号に付随する前記位相ノイズを減衰させるための前記レーザの出力に結合され
た位相変調器と
を備えたことを特徴とする送信器。
【請求項２】
　前記レーザは半導体レーザであり、前記位相変調器が前記レーザ出力信号内の前記ノイ
ズ成分をキャンセルすることを特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項３】
　前記位相変調器は、前記遠隔受信器における受信光信号のＳＢＳ閾値を増加させること
を特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項４】
　前記レーザの出力に接続された入力とフォトダイオードとを有する周波数弁別器を含む
前記位相変調器に結合されたバイアス回路をさらに備え、これによって、前記光信号にお
ける前記位相ノイズが前記位相変調器に与えられるバイアス電気信号に変換されることを
特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項５】
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　前記レーザの光出力の波長は、１５３０～１５７０ｎｍの範囲であることを特徴とする
請求項１に記載の送信器。
【請求項６】
　前記ＲＦ信号は、１オクターブよりも大きなバンド幅を有するブロードバンドアナログ
信号入力であって、複数の識別できる情報搬送チャンネルを有することを特徴とする請求
項１に記載の送信器。
【請求項７】
　前記レーザに与えられる前記ＲＦ信号を変調するための事前歪み回路をさらに備えて前
記遠隔受信器における前記信号に作用する前記レーザの非線形反応を補償することを特徴
とする請求項１に記載の送信器。
【請求項８】
　前記レーザの前記出力に結合された入力を有するバイアス回路をさらに備え、前記光信
号における前記位相ノイズは、前記位相変調器に加えられる変調電気信号に変換されるよ
うに構成され、これにより位相ノイズの減衰が生じ、前記レーザから前記バイアス回路に
入力される電力の総計は、前記送信器の光出力の電力と比較して必要な位相修正量に依存
して調整されることを特徴とする請求項１に記載の送信器。
【請求項９】
　前記レーザの前記変調は、クアドラチュア増幅変調であることを特徴とする請求項１に
記載の送信器。
【請求項１０】
　前記レーザのベースバンド光信号出力に結合された周波数弁別器と、前記周波数弁別器
の出力に結合された信号調整回路とをさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の送
信器。
【請求項１１】
　光ファイバリンク上で遠隔受信器に伝送される変調光信号を生成する光送信器であって
、
　周波数スペクトル上に拡散する位相ノイズを含むベースバンド光信号を生成するレーザ
と、
　前記レーザをＲＦ信号で直接振幅変調し、振幅変調情報保持成分を含む光信号を生成す
る、前記レーザに結合された入力と、
　前記光信号に付随する前記位相ノイズを減衰させるための前記レーザの出力に結合され
たエレクトロ－オプティカル素子と
を備えたことを特徴とする送信器。
【請求項１２】
　前記レーザは半導体レーザであり、前記エレクトロ－オプティカル素子が前記レーザ出
力信号内の前記ノイズ成分をキャンセルすることを特徴とする請求項１１に記載の送信器
。
【請求項１３】
　前記エレクトロ－オプティカル素子は、前記遠隔受信器における受信光信号のＳＢＳ閾
値を増加させることを特徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１４】
　前記エレクトロ－オプティカル素子に結合されたバイアス回路をさらに備え、
　前記レーザの出力に接続された周波数弁別器と、
　前記周波数弁別器の出力を調整するために前記周波数弁別器の出力に接続された減衰器
と、
　前記エレクトロ－オプティカル素子に加えられるベースバンド光信号によって前記バイ
アス回路に加えられる前記光信号のタイムラグに同調させるための位相シフト素子と
を含むことを特徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１５】
　前記レーザの光出力の波長は、１５３０～１５７０ｎｍの範囲であることを特徴とする
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請求項１１に記載の送信器。
【請求項１６】
　前記ＲＦ信号は、１オクターブよりも大きなバンド幅を有するブロードバンドアナログ
信号入力であって、複数の識別できる情報搬送チャンネルを有することを特徴とする請求
項１１に記載の送信器。
【請求項１７】
　前記レーザに与えられる前記ＲＦ信号を変調するための事前歪み回路をさらに備えて前
記遠隔受信器における前記信号に作用する前記レーザの非線形反応を補償することを特徴
とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１８】
　前記バイアス回路は、前記光信号に関連する位相ノイズの減衰を制御調整することを特
徴とする請求項１１に記載の送信器。
【請求項１９】
　前記バイアス回路は、前記光信号に関連する位相ノイズの減衰を制御調整することを特
徴とする請求項４に記載の送信器。
【請求項２０】
　光信号が光ファイバリンク上で遠隔受信器に伝送される光通信システムにおけるノイズ
を減衰させる方法であって、
　ＲＦ信号でレーザを直接振幅変調して振幅変調情報包含コンポーネントを含む光出力信
号を生成する段階と、
　前記光信号に関連する位相ノイズを減衰させるために前記レーザの光出力信号を位相変
調する段階と
を含む方法。
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